





















【方法】体重200-250gのSprague-Dawlcyラット42匹を用い以下の実験を施行した。 1)tropomyosin (TM)， 
PGI2 synthasc(PGI~S) ， endthelial nitric oxide synthase(eNOS):酵素抗体法(一次抗体として各々ウサ
ギの抗TM抗体.抗PGI2S抗体.マウスの抗eNOS抗体を使用)により試料を作製し，光学顕微鏡.透過電子

















Sprague-Dawleyラット42匹を用い.tropomyos i n(ThO， pros taglandi n 1 ~ synthase(PGI? S)， endothel ial 
nitric oxigc syothasc(c-NOS). NADPH-diaphorase活性について免疫組織化学的・酵素組織化学的に試料
を作製し，光学顕微鏡・透過型電子顕微鏡にてその分布を観察した。
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1M様免疫反応はらせん靭帯毛細血管周囲細胞に害者高に認められたが，刷管条では存在するものの僅かで
あった。 PGlzS様免疫反応はらせん靭帯毛細血管内皮細胞に存在していたが，血管条には認められなかった。
NADPH-diaphorase反応産物は血管条.らせん靭帯ともに毛細血管内皮細胞に存在し，血管条でより多く認
められた。 e-NOS様免疫反応も同様に向部f立で認められたが，血管条毛細血管内皮細胞でより豊需に
認められた。
鍋牛外側壁の血管構築は内側にIrn管条，外側にらせん靭帯の2層構造を単しており，ともに放射状綱動
脈から分岐し集合静脈に環流するため，らせん靭帯の血管系は血管条血管系のバイパスと考えられた。
収縮性蛋['1を豊富に持つらせん靭帯毛細血管は容易に拡張しうることが示唆され，これはらせん制帯蜘管
の拡張の程度により血管条の血流を調節しうると考えられた。一方.Ifn菅条毛細血管内皮細胞の豊富なe-
NOSは，血管拡張よりは寧ろ血流速度の遅い血管条毛細血管網の中で血栓形成の防止に意義がある可能性が
考えられた。
本論文は.鍋牛血管条の血流調節機構の局所凶子に関して，らせん靭帯血管の関与という新しい可能性
に言及したものであり，これは種々の内耳性難聴の病態解明や有効な治療法の確立に寄守するものである。
よって著ー者は博士(医学)の学位を授与されるに航するものと判定された。
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